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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、直近の業績動向などを踏まえ、令和元年５月 14 日に公表しました令和２年３月期通期連結

業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 令和２年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 31 年４月１日～令和２年３月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株あたり 

当期純利益 

前回発表予想（A）  42,000 1,700 1,900 1,400 67 円 91 銭 

今回修正予想（B）  41,200 1,100 1,400 900 43 円 74 銭 

増減額（B－A）  △800 △600 △500 △500 ― 

増減率（％）  △1.9% △35.3% △26.3% △35.7% ― 

（ご参考）前年同期実績 

（平成 31 年 3 月期） 
41,010 1,766 1,978 1,346 65 円 30 銭 

 

２．修正の理由 

売上高につきましては、積水化学工業株式会社から譲受したフェノバボード事業が順調に売上に

寄与したものの、消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反動減や融資審査の厳格化による貸家の落

ち込み幅が大きかったこと、また宿泊施設向け案件の減少や自動車市場の低迷による車載用製品の

販売落ち込みなどにより、前回予想を若干下回る見込みとなりました。 

一方、利益につきましては、車載用製品の売上減少による固定費負担割合増加や、深刻な人手不

足に伴う物流費の高騰などにより、前回予想を下回る見通しとなったことから、上記のとおり業績

予想を修正いたしました。 

 

３．配当予想 

配当予想につきましては、変更ありません。 

以上 

（注）上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき当社で判断 

したものであり、実際の業績は今後様々な要因において予想数値と異なる可能性があります。 


